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事前調査では、対人関係における行動・性格特性を測
る尺度を前期末（2016 年 7月）に実施した。回収した






























他者意識 1 内的他者意識および外的他者意識に関する質問から合計 4問。







個人社会志向性・社会志向性 N 個人志向性・社会志向性 P
3.2．グル プー編成
各学生の上記 10 因子の得点を各 100 点満点化して算
出し、学生 222 人を以下 8型に分け、ネガティブ（N）因
子とポジティブ（P）因子のバランスに考慮し、かつ、型
が重複しないようにグル プー編成を行った（表 3）。表 4は、
これら8型の割合を整理したものである。
表 3　8型の人数と分類基準 P・N得点
8 型名【略称】 人数 P得点 N得点
1．ポジティブ型【ポジ型】 27 上位 1/3 下位 1/3
2．準ポジティブ型【準ポジ型】 27 上位 1/3 中位 *
3．ネガティブ型【ネガ型】 29 下位 1/3 上位 1/3
4．準ネガティブ型【準ネガ型】 19 中位 * 上位 1/3
5．アンビバレント正型【アンビ正型】 16 上位 1/3 上位 1/3
6．アンビバレント負型【アンビ負型】 17 下位 1/3 下位 1/3
7．気遣い型【気遣い型】  5 中位 * 上位 1/3

















A大学 13.4 15 10.2 7.9 3.1 10.2 3.1 37.1
B大学 10.5 8.4 16.8 9.5 1.1 3.2 13.7 36.8
全体 12.2 12.2 13.1 8.6 2.3 7.2 7.7 36.7
4．実践
前述したように8型が重複しないようにグル プー編成（A




































































Q1  グル プーにおける発言数 3.64 3.54 3.03 3.03 3.38 3.32
Q2 話し合いの質 3.69 3.54 3.00 3.01 3.4 3.31
Q3  授業に関係ない雑談頻度 3.48 3.45 3.55 3.49 3.51 3.47
Q4 発言しやすい雰囲気 4.34 3.57 3.55 3.15 4.01 3.39










































































識・対人緊張」と「他者意識」は γ = .441、「気遣い」
は γ = .448となり、例えば「個人志向性・社会志向性
P」と「気遣い」の間の相関（.326）よりも高くなっていた。
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